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響 第３号 「つながり」 －もくじー

１．授業から学ぶ 「今できることをより丁寧に」 Ｐ２

２．授業づくり・学校づくり研修会
「力量をあげて未来につなげる」

Ｐ３

３．指導と評価をつなぐ～単元の評価規準について～ Ｐ４
４．各種研修会・各種会議等の予定 Ｐ４
５．生涯学習課より

できるときに、できることを、できるところから…
コミュニティースクールの中で

Ｐ５

東信教育事務所だより「響ひびき」これまでのバックナンバーはこちらからご覧になれます。
本誌掲載の実践などのより詳しい内容については、東信教育事務所までお問い合わせください。

様々な配慮がなされた中で、学

校生活が再開されました。学校と

家庭、家庭学習と授業、子ども同

士の心などのつながりが意識され

ています。

子どもたちは、教室に身を置き

ながら、今、どんなことを感じて

いるのでしょうか。

R２東信教育事務所だより

友が見えて、先生が見えて、黒板が見えて、
全部がまとめて見えている。

友の声が聞こえて、先生の声が聞こえて、
やりとりの声が一緒に聞こえている。

人も、物も、音も、表情も、動きも、声も、
重なり合って、届いてくる。
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「今できること」をより丁寧に
～子ども同士の学びを充実させるために～

授業から学ぶ
Ａ小学校では、グループ学習やペア学習が行いにくい中で、「こんな

時だからこそ、今できることをより丁寧に」という心がけで、授業を工
夫して進められていました。

３年生 算数

「時計を動かして，

時間の長さを調べる」

4年生 理科

「空気と水を注射器に入れ，

押してみて観察する」

「注射器」を用いて個人追究 「時計」を用いて個人追究

①一人ずつの用具

②教師の声がけ

③子どもの言葉を
つなぐ全体追究

３つの
丁寧ポイント

一人ずつの用具を用意
します。個人追究にお
いて子どもが十分に操
作活動し、自分の予想
を基に自己内対話をし
やすくしています。

一人一人の考えをよく
聞き、取組のよさを認
めたりアドバイスした
りしています。個人追
究が効果的に進むよう
配慮されています。

子どもの言葉を大切に
取り上げ、全体共有し
ていきます。教師を介
し、子どもの発言をつ
なげようとしています。

特別な対応が必要な一方で、学習場面では、普段の学習における一層丁
寧な対応も、学習効果を高め、子どもの学びやつながりを保障するため
の取組と言えそうです。各校において進められている日常の取組のよさ
を生かす上で、お役立てください。
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指導主事の研修として、分散登校中の学校の授業参観をさせていただきました。先生方は、様々な気配りをしながら、
授業を工夫されていました。学ばせていただいたことをご紹介いたします。

子ども同士の関わり合いをもたせに
くいので、自己と対話する時間を大
切にしています。また、めあてやま
とめなど、子どもの言葉でできるよ
う、いつも以上に心がけています。
（Ａ先生）

個人追究で生まれた多様な考えをで
きるだけ取り上げ、つなげるように
しています。全体追究の場で、一人
一人の多様な考えを安心して出せる
ような支援を心がけています。
（Ｂ先生）



• 数図ブロックを使った操作活動を取り入れ、今以上に数に関われるようにしたい

• 一人一人の考え方を大切にして、多様な角度の測り方をみんなで共有したい

• 抽象度が高く、分かりにくさがある分数の除法。面積図などをていねいに扱って意味理

解を伴った定着を図りたい

次回は、８月21日（金）です。
授業づくりについて一緒に語り合いましょう。

子どもたちからは、「学校へ来て、勉強することが楽しい」
という声が聞こえてきたそうです。一方で先生方は、子どもた
ちに教えたいことがたくさんあって、ついつい教師主導になり
がちになってしまうと、最近の自分の授業を振り返られていま
した。「勉強することが楽しい」と感じている子どもたち。そ
の意欲を今後も継続してもち続けてほしいと願い、先生方は次
のように明日の授業を考えました。

研修後半は明日の授業づくり。Ｈ小学校は分散登校中でしたが、
どんな授業をつくることができるのでしょうか。

第1回は、講師の先生や若手の先生を中心に合計36名の先生が研修会に申し込まれました。
今回は感染症予防のため、事務所ではなく、指導主事が各学校に伺っての研修としました。
ここでは、Ｈ小学校で行われた算数の研修の様子をご紹介します。

研修会の最初は、授業づくりの基礎・基本につ
いて学び合いました。研修を進める中、今までの
自分の授業を振り返りました。
Ａ先生は、子どもの声を大切にしようと、ホワ

イトボードを活用されています。Ｂ先生は、板書
を写真で撮ってその授業を振り返り、次の授業の
板書計画につなげています。互いの意見を交換し
ながら、授業づくりのよさに気づく先生方の姿が
ありました。

教師主導になることなく、学ぶ子どもを主体に考えること。
そして、教材研究を深め、何をどのようにして学ぶようにする
ことがよいのかを、子どもの姿から考えています。
教材と向き合い、丁寧にじっくりと考えることを重ねていく

ことで力量が高まり、教師としての自分の未来に、そして、子
どもたちの未来につながっていくのだと思います。

3

授業づくり
学級づくり
研修会

力量をあげて未来につなげる

東信教育事務所では、明日からの授業づくり学級づくりのことをと
もに語り合い、考え合う機会として、年間４回「授業づくり・学級
づくり研修会」を開催しています。



指導と評価をつなぐ～単元の評価方法について～

国立教育政策研究所より『「指導と評価の一体化」

のための学習評価に関する参考資料』が作成されまし

た。小学校、中学校それぞれ各教科等別に全２２種類

が作成され、ウェブサイトに掲載されています。学習

評価の基本的な考え方や、各教科等における評価規準

の作成について解説しています。

具体的には、①「学習評価の基本的な流れ

→②「内容のまとまりごとの評価規準」

→③「単元ごとの学習評価」と単元の評価規準の

作成までを段階的に示してくれています。

【例小学校体育科第3学年跳び箱運動思考・判断・表現】

小学校

昨年度の教育課程研究協議会で「内容のまとまりごとの評価規準」の作成に

ついての説明があったけれど、その先の「単元の評価規準」についてはどう

すればよいのだろう？何か参考になる資料はないかな？

中学校

評価を基に授業をして振り返り、指導の改善を図ることによって、

指導と評価がつながっていきます。

この参考資料は、国立教育政策研究所のウェブサイト

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html）

に掲載されています。

日時 各種研修会名 対応

７月７日（火）
初任研教師力向上研修Ⅱ
キャリアアップ研修Ⅰ

日程及び内容を検討中

７月９日（木） 初任研指導教員等懇談会 個別懇談会形式、または電話相談で実施

７月27日（月）
28日（火）

進路はれやか相談 各会場で実施

7月30日（木）
～8月6日（木）

初任研夏期研修 自校での代替研修で実施

ー各種研修会・各種会議等の予定ー
東信教育事務所学校教育課（６月10日現在）
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ここに示した評価規準は例で
す。資料を参考にして目の前
の子どもの実態に合った「単
元の評価規準」を作成してい
きましょう。

ポイントは基本的に、学習指導要領
の内容の文末を
「～すること」→「～している」に
変える

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html


２月、街からマスクが消えました。コロナ禍に対する不安に包まれました。
「自宅にある生地を使って、有志の職員とマスクを作ったんです。このマスクを市民の
方に配布することが、少しでも市民の安心・安全につながると考えました。」小諸市役
所３階企画課の窓口に市民向けの手作りマスクが置かれています。「私たちの気持ちを
感じてほしかったので、マスクと共にメッセージカード『私たちの今の行動が、２週間
後の未来を作ります』を添えました。」「『マスクが無くて本当に困っていた。近所の
方からこのマスクのことを聞いて、もらいに来ました。本当にありがとう。』と言う言
葉に涙が出そうになりました。」「賛同してくださる方々にも出会え、人のつながりを
実感しました。」市役所のマスク作りに関わった方々の思いを伺うことができました。
この取組は他団体からの手作りマスクやマスク用ゴム紐の寄贈といった仲間の広がりに
もつながったそうです。
数人で始まったマスク作り。この取組は人と人をつなげ、大きな仲間の輪として、

＜不安＞の中に＜安心・安全＞を感じさせてくれました。

『できるときに・・・できることを・・・できるところから・・・』
つながりのある地域社会の温かさを感じさせていただきました。

できるときに・・・

できることを・・・

できるところから・・・

【生涯学習課】

手作りマスクを市民の方に
配布をしよう。

あの時はありがとう。
本当に助かったよ

私たちも手作りマスクやゴム紐を寄贈したい

ボッチャふわっとテニス

ラダーゲッター

「スポーツ・レクリエーション用具」
貸し出ししています！

休校明け、心と体をやさしくほぐすのにスポーツ・レクリエーションをしませんか！写
真の用具の他にもいろいろなスポーツ・レクリエーション用具がございます。場の設定や
ルールの工夫により密集・密接を避けた運動が楽しめます。用具の貸し出しにつきまして
は、生涯学習課までお気軽にご相談ください。 5



「ちゃんと勉強できるかなぁ」「ウィルスに感染しないかなぁ」「友達と仲良くできるかなぁ」…

そんな子どもたちの不安がなくなるように、頑張っている先生方を応援したい！

先生方が子どもたちと向き合える時間を生み出そうとコミュニティスクールが動き出しています。

掃除の時間を減らすけど・・・ 放課後の消毒作業は・・・ 給食の配膳に・・・

茅野市では、市民活動センターの呼びかけで集まったボランティアさんが市内小中学

校の消毒作業に協力してくださっています。

世界の若者は、直接手を触れたりハグすることなしに楽しんだり挨拶できる方法を

見つけているそうです。子どもたちの発想を生かして、私たちはどんな挨拶の仕方を

発明できるでしょうか！？
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